
0. 3지망 

 

1. 기업명: (주) 味の素 

 

2. 하는일: 1) 조미료 2) 가공식품 3) 감미료 4) 아미노산 함유 식품 5) 영양 케어 식품 6) 

냉동 식품, 식용유 7) 음료 8) 온라인 쇼핑 

 

3. 사업적 리스크 

1) 글로벌 경쟁심화 2) 포장지 폐기물 처리문제 (플라스틱 등) 

3) 기후변화로 인한 원자재 값 상승 4) 지속가능한 원자재 조달 (공급망 상 품질문제) 

5) 소비자들의 라이프스타일의 변화 (건강관련 인지도 변화로 인한 소비 패턴의 변화) 

 

4. 타 기업과의 강, 약점 차이 

강점: 

1) 글로벌 리더십과 오랜 역사 2) 다양한 제품 포트폴리오 3) 첨탄 바이오 기술과 R&D 

역량 

4)글로벌 네트워크 5) 지속 가능성 및 사회적 책임 6) 건강 지향 제품 기술력 

 

약점: 

1) MSG에 대한 부정적 인식 2) 제품 다각화의 한계 3) 글로벌 경쟁에서의 도전  

4) 혁신 속도 5) 환경적 부담 

 

5. 경쟁사 

1) 킷코망 2) 큐피 3) 미즈칸 홀딩스 등 조미료 회사 

 

6. 경영자의 키워드와 나의 키워드 매치 

키워드: 팀워크, 모노즈쿠리, 호기심 



나는 여태껏 살아온 인생을 되돌아 보면, 모든 행동은 수동적인 것으로부터 시작이 아닌, 

호기심으로 시작된 능동된 행동이라는 생각이 든다. 학창 시절, 알바 시절 현재에 만족하

고 끝이 아닌 항상 새로운 것에 관심을 가지고 도전하고 친구, 팀동료와 함께 해결하고 

창의성을 가지고 도전해왔던 삶을 살아왔던 것 같다. 지금 내가 이 기업에 도전하는 것

도 아지노모토라는 기업에서 시작된 호기심인듯하다. 단순히 호기심에서 끝이 아닌, 취업

이라는 목표를 향해 성공을 향해 꼭 노력할 것이다. 

 

 

7. 기업이념, 경영자 인사글 

기업이념: 私たちは地球的な視野にたち、“食”と“健康”、そして“いのち”のために働き、明日

のよりよ い生活に貢献します  

경영자 인사글: 味の素グループは、100年以上前に「おいしく食べて健康づくり」という志を

もって創業しま した。アミノ酸の研究を起点として、アミノサイエンス®*を軸に成長し、

全世界で3万人を 超えるグループ従業員と共に、7億人を超える生活者に商品を提供してい

ます。 味の素グループが創業以来大切にしてきたのは、「誰もが料理を作ることを楽しみ

、おいし い料理を共に喜び合う」気持ちです。振り返ると、味の素グループで働くことは

私にとって 運命だったのかもしれません。子供の頃、家族のために料理をするのが好きで

した。家族で 囲む料理はとても幸せで、家族の絆が強くなるのを子供ながらに感じました

。この食がもた らす「幸せの素」を、味の素グループの商品を通じて世界中の人々にお届け

するのが、今で は私の使命となり、喜びとなっています。 創業時に掲げた「日本人の栄養

改善」という目標は、現在のASV（Ajinomoto Group Creating Shared Value）として進化し

ました。事業を通じて社会課題を解決し、社会と価 値を共創する、つまり「幸せの好循環」

です。私は、人の幸せに貢献することが、自分自身 の幸せにもつながると考えています。

世界中の人々に「幸せの素」を届けることで、私たち 従業員も喜びを感じ、自分たちの仕事

に誇りを持つことができます。 昨今の、変化が非常に激しく予測が難しい事業環境下にお

いては、私たちが拠り所とする 「志」（パーパス）がますます重要になっています。このた

び、味の素グループの「志」を、 従来の「アミノ酸のはたらきで食と健康の課題解決」から、

「アミノサイエンス®で、人・社 会・地球のWell-beingに貢献する」へと進化させました。

この「志」（パーパス）には、経営 層だけではなく、世界中で活躍する味の素グループの従

業員から自発的に生まれてきた思い や、マルチステークホルダーの皆様の期待に応えてい

くという決意が込められています。 また、味の素グループは、2030年までに10億人の健康

寿命を延伸し、環境負荷を50％削減 するというアウトカムを目標として掲げています。こ

の2030年のアウトカムを両立して実 現することは、我々のASV経営にとって重要なマイル

ストーンとなります。 味の素グループの強さの秘訣は、創業以来100有余年にわたる取り



組みによってアミノ酸の はたらきを知り尽くしていることをはじめ、卓越した人財、技術

力、ブランド力、製品力に あります。サステナビリティを経営の根幹に据え、長期のあり

たい姿を定め、経営のリーダ ーシップで挑戦的な「ASV指標」を掲げ、バックキャストする

中期ASV経営へ進化させていき ます。人財・技術・顧客・組織の４つの無形資産の価値を

高めることで、事業を通じたイノ ベーションを創出し、トコトン本気でASVを追求してい

きます。 私たちを取り巻く環境は時に厳しいですが、私を含め味の素グループ従業員一人

ひとりの心 の底から生まれる「熱意」と、「志」を共有していただける多様なステークホルダ

ーの皆様の 共感を原動力に、「ありたい姿」実現に向けて取り組みを磨き続け、これまで以

上に強く、 たくましく成長していけると信じています。 私は、世界中の皆さまに「幸せの

素」を届けるため、強い決意をもってたゆまぬ努力をして いく所存でございます。今後と

もステークホルダーや生活者の皆さまのご支援を賜りますよ う、よろしくお願い申し上げ

ます。 「Eat Well, Live Well. “AJINOMOTO”」          

                                                        取締役 代表執行役社長 最高

経営責任者 

 

 

 

9. 기업 주가 그래프 

 



 


